
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3014 

令和５年度 工業科 

 

教科 工業 科目 工業技術基礎 
単位

数 
３単位 年次 １年次 

使用教科書 「工業技術基礎」 （実教出版） 

副教材等 

工業技術基礎指導書 「ソフトウェア基礎」（本校製作） 

工業技術基礎指導書 「ロボット入門」（本校製作） 

工業技術基礎指導書 「制御制作」（本校製作） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

（ソフトウェア基礎）パーソナルコンピュータの基本的な知識と操作を理解し、一般的なアプリケー

ションソフトウェアであるワードプロセッサーソフトウェアと表計算ソフトウェアを使用して学習す

る。 

（ロボット入門）ロボット入門ではロボット工学の入門として機構（メカニズム）・制御の基本技術

を学ぶ。ロボットは現代社会のありとあらゆる場所で作成・使用されています。ロボットをコントロ

ールできるように制御の基礎を学習する。 

（制御制作）専門技術者には職業資格の取得が必要なことを学習する。事故防止に努め、安全に作業

を行う態度を身につけてほしい。事故発生時の対処について理解し、行動できるようになってほしい。

実験・実習の結果を報告書としてまとめる手法を習得してほしい。 

 

 

２ 学習の到達目標 

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業の発展

を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）工業の各分野に関する技術を実際の作業に即して総合的に理解するとともに，関連する技術を

身に付けるようにする。 

（2）工業の各分野の技術に関する課題を発見し，工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業

技術の進展に対応し解決する力を養う。 

（3）工業の各分野に関する技術の向上を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り

組む態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

 

工業技術について工業のも

つ社会的な意義や役割と人

と技術との関わりを踏まえ

て理解するとともに、関連

する技術を身に付けてい

る。 

 

工業技術に関する課題を発

見し、工業に携わる者として

科学的な根拠に基づき工業

技術の発展に対応し解決す

る力を身に付けている。 

 

工業技術に関する広い視野

をもつことをめざして自ら

学び、工業の発展に主体的か

つ協働的に取り組もうとし

ている。 



 

※令和４年度以降入学生用 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前

期

① 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
本
操
作 

パーソナルコンピュータの

基本操作 

 １）起動と終了 

 ２）各装置の取り扱い 

 ３）キーボードの基本操作 

ａ：相互に関連する実験や実習内

容を取り上げるよう留意し、 工業

の各分野に関する要素を総合的

に理解している。 

ｂ：日常生活に関わる身近な製品

の製作例を取り上げ、 工業技術

への問題を見いだして課題を設定

し、解決策を構想し、実践を評価・

改善し、考察したことを根拠に基

づいて論理的に表現するなどし

て、対応し解決する力を身に付け

ている。 

ｃ：生産の仕組みについて自ら学

び、工業の発展を図ることに主体

的かつ協働的に取り組む態度を

身に付けている。 

実技課題 

 

報告書 

 

学習取組 

 

実技課題 

 

報告書 

 

学習取組 

 

実技課題 

 

報告書 

 

学習取組 

授業観察 

ロ
ボ
ッ
ト
の
組
立
て
方 

 

ロボットについて 

1)ロボットとは 

2)ロボットの取り扱い方 

3)ロボットの組立方 

ａ：相互に関連する実験や実習内

容を取り上げるよう留意し、 工業

の各分野に関する要素を総合的

に理解している。 

ｂ：日常生活に関わる身近な製品

の製作例を取り上げ、 工業技術

への問題を見いだして課題を設定

し、解決策を構想し、実践を評価・

改善し、考察したことを根拠に基

づいて論理的に表現するなどし

て、対応し解決する力を身に付け

ている。 

ｃ：生産の仕組みについて自ら学

び、工業の発展を図ることに主体

的かつ協働的に取り組む態度を

身に付けている。 

実技課題 

報告書 

学習取組 

 

実技課題 

報告書 

学習取組 

 

実技課題 

報告書 

学習取組 

授業観察 



 

※令和４年度以降入学生用 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御 

コンピュータ制御 

ワンチップマイクロコンピュ

ータ 

制御の基本回路 

 

ａ：相互に関連する実験や実習内

容を取り上げるよう留意し、 工業

の各分野に関する要素を総合的

に理解している。 

ｂ：日常生活に関わる身近な製品

の製作例を取り上げ、 工業技術

への問題を見いだして課題を設定

し、解決策を構想し、実践を評価・

改善し、考察したことを根拠に基

づいて論理的に表現するなどし

て、対応し解決する力を身に付け

ている。 

ｃ：生産の仕組みについて自ら学

び、工業の発展を図ることに主体

的かつ協働的に取り組む態度を

身に付けている。 

実技課題 

報告書 

学習取組 

 

実技課題 

報告書 

学習取組 

 

実技課題 

報告書 

学習取組 

授業観察 

前
期
② 

ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア 

日本語ワードプロセッサーの

利用 

 １）基本知識作 

 ２）文書入力 

 ３）編集 

 ４）保存 

 ５）印刷 

ａ：相互に関連する実験や実習内

容を取り上げるよう留意し、 工業

の各分野に関する要素を総合的

に理解している。 

ｂ：日常生活に関わる身近な製品

の製作例を取り上げ、 工業技術

への問題を見いだして課題を設定

し、解決策を構想し、実践を評価・

改善し、考察したことを根拠に基

づいて論理的に表現するなどし

て、対応し解決する力を身に付け

ている。 

ｃ：生産の仕組みについて自ら学

び、工業の発展を図ることに主体

的かつ協働的に取り組む態度を

身に付けている。 

実技課題 

 

報告書 

 

学習取組 

 

実技課題 

 

報告書 

 

学習取組 

 

実技課題 

 

報告書 

 

学習取組 

授業観察 



 

※令和４年度以降入学生用 

ロ
ボ
ッ
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

制御（プログラミング）につい

て 

1)プログラミングとは 

2)制御の方法 

3)ロボットを動かす 

4)センサについて 

 

ａ：相互に関連する実験や実習内

容を取り上げるよう留意し、 工業

の各分野に関する要素を総合的

に理解している。 

ｂ：日常生活に関わる身近な製品

の製作例を取り上げ、 工業技術

への問題を見いだして課題を設定

し、解決策を構想し、実践を評価・

改善し、考察したことを根拠に基

づいて論理的に表現するなどし

て、対応し解決する力を身に付け

ている。 

ｃ：生産の仕組みについて自ら学

び、工業の発展を図ることに主体

的かつ協働的に取り組む態度を

身に付けている。 

実技課題 

報告書 

学習取組 

 

実技課題 

報告書 

学習取組 

 

実技課題 

報告書 

学習取組 

授業観察 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御 

コンピュータ制御 

マイコンを使用した実験 

入出力制御ボードの製作 

ａ：相互に関連する実験や実習内

容を取り上げるよう留意し、 工業

の各分野に関する要素を総合的

に理解している。 

ｂ：日常生活に関わる身近な製品

の製作例を取り上げ、 工業技術

への問題を見いだして課題を設定

し、解決策を構想し、実践を評価・

改善し、考察したことを根拠に基

づいて論理的に表現するなどし

て、対応し解決する力を身に付け

ている。 

ｃ：生産の仕組みについて自ら学

び、工業の発展を図ることに主体

的かつ協働的に取り組む態度を

身に付けている。 

実技課題 

報告書 

学習取組 

 

 

実技課題 

報告書 

学習取組 

 

実技課題 

報告書 

学習取組 

授業観察 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


